
令 和 ６ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 栄 北 高 等 学 校 ） 

目 指 す 学 校 像 
建学の精神「人間是宝」、校訓「今日学べ」のもと、安全・安心・充実した生活で生徒の夢を実現

する 

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上) 

重 点 目 標 

１ 進学実績の向上 

２ 基礎学力の向上と ICT教育、キャリア教育の推進 

３ 生徒指導の徹底 

Ｂ 概ね達成(６割以上) 

出席者 学校関係者  ９名 

教職員 ７名 
Ｃ 変化の兆し(４割以上) 

Ｄ 不十分(４割未満) 

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

学 校 自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 中間評価 年  度  評  価 （ ３ 月 ） 実施日 令和７年５月９日(金) 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 評価項目の達成状況 達成度 
次年度への課題と

改善策 
学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

●ほとんどの生徒が４年制大学への

進学を希望しているが、約半数の

生徒は総合型・学校推薦型選抜入

試での受験を希望している。確か

な学力を身につけさせて一般選抜

で受験する生徒の増加を図り、一

つ上の進学先に進学させる。

●国公立大学の合格者

数の増加および難関

国公立大学の合格。

●早慶上理、ＧＭＡＲ

ＣＨの合格者数の維

持。

●成成國武明獨、芝浦

工業等の合格者数の

増加。

●進学行事の精選と、

内容の充実。

●学校で勉強をやり切る環境作

り。

●代ゼミ現役講師演習。

●７・８時間目演習（放課後演

習）。

●本校を会場とした国公立大学

をはじめとする大学進学相談

会。

●進学講演会や小論文講演会

等。

●徹底した進学指導により、

目標大学への合格が実現で

きたか。

●進学講演会や小論文講演会

により、受験に対する意識

が高まったか。

●進学行事を精選、内容の充

実により、進学実績が向上

したか。

●国公立大学の合格者数の

増加および難関国公立大

学の合格。入試後に評

価。

●早慶上理、ＧＭＡＲＣＨ

の合格者数の維持。入試

後に評価。

●成成國武明獨、芝浦工業

等の合格者数の増加。入

試後に評価。

●進学行事の精選と、内容

の充実。Ａ

●国公立大学、早慶上

理、ＧＭＡＲＣＨの

合格者数が過去最

高。難関私立大学は

例年通り。

●年間指導計画に基づ

いて進学指導ができ

た。

●二者面談、三者面談

を通して三位一体で

受験に臨めた

●進路指導相談室を設

置できなかった。

Ｂ 

●旧帝大・早慶上

合格者数の増加

に向けて指導体

制を強化。

●進路指導部を中

心とした指導体

制の強化。

●進路相談ブース

数を確保し、進

路指導部教員と

気軽に相談でき

るような体制を

確立する。

●進学実績は向上している思います。

このことにより、今後の目標である

「一つ上のランクの大学に進学」に

つながるのではないかと思います。

●学校のレベルに対して、国公立大学

の進学者が少ないように感じます。

国公立大学志望者のサポートがある

といいと思います。

●私大の様々な入試について生徒が理

解して志望校を選べる様にご指導い

ただいていると思います。進路指導

相談室があるといいと思います。

２ 

●特色あるカリキュラムのもとに、

国公立大学や難関私立大学を目指

す生徒から、部活と勉強を両立さ

せて高校生活を有意義に過ごした

い生徒まで、一人ひとりに合わせ

た学習指導で学力を向上させる。

●「ICT 教育」「キャリア教育」

「基礎学力の向上」を３つの柱と

して、生徒の主体性や思考力、表

現力を養わせる。

●基礎学力の向上。

●早朝学習および自主

学習の充実

●iPadの有効活用法の

確立

●キャリア教育の推

進・研究。

●教員の指導力の向

上。

●ＩＣＴツールを用い

た学習の推進。

●英検取得率の向上

●徹底した学習指導により、基

礎学力を向上させる。

●日常の指導と面接による、放

課後校内学習と家庭学習の習

慣化。

●ICT 教育及びキャリア教育の

意義や目的を生徒に理解させ

ての実施。

●教員研修を実施し、教育力、

指導力を高める。

●新入試に対応した授業の研究

●オンライン教育を含む ICT 教

育環境の充実。

●英検を受験しやすい環境の確

立

●徹底した学習指導により、

基礎学力が向上したか。

●放課後の校内学習を含む学

習習慣が確立されたか。

●ICT教育が推進されたか。

●キャリア教育が推進・研究

されたか。

●教員研修等により教員の指

導力が向上したか。

●基礎学力の向上。Ａ

●早朝学習および自主学習

の充実。Ａ

●iPad の有効活用法の確

立。Ａ

●キャリア教育の推進・研

究。Ｂ

●教員の指導力の向上。Ｂ

●ICT ツールを用いた学習

の推進。Ａ

●英検取得率の向上。Ａ

●現状に合わせて早朝

学習を実施し、放課

後に自主学習をする

生徒数が増加した。

●キャリア教育のビジ

ネスプランも本格的

に実施することがで

きた。

●外部業者の授業評価

を導入し、情報共有

会・会議等にて各教

科連携した指導を心

がけた。

●英検全員受験の環境

整備ができた。

Ｂ 

●自主学習をする

場所の確保が必

要である。

●授業評価について

は実施時期・質問

の内容の見直し、

会議については教

科会での意見を集

約する必要であ

る。

●スタディサプリ

English の更なる

活用を推進する。

●放課後を利用して学校で自主学習を

することができておりとても良い環

境が整っていると思います。生徒数

が多いため自習室が使用できないこ

とがあり、教室だと集中できないこ

とあるようなので検討が必要かと思

います。

●英検受験を必須としてもらい本人の

外部試験への意識が向いて良いと感

じました。大学入試で利用できるテ

スト等の受験もどんどん生徒へ進め

て欲しいです。

●推薦等で進路が決まった生徒への課

題などを検討し、大学進学への準備

を強化して欲しいと思います。

３ 

●本校は素直で真面目な生徒が多

く、非行など問題行動で指導（懲

戒）を必要とする状況が非常に少

ない。

●入学時より正しい生活習慣を身に

つけることによって高校生として

の自覚や更なる充実した学校生活

と効果的な学習が望まれる。

●本校では基本的生活習慣やマナー

について徹底指導しており、高校

生活はもとより、卒業後にも通用

する人格形成に心がけている。

●生徒指導の徹底。

●積極的な面談の実施

とカウンセリングの

活用。

●いじめの早期発見、

早期解決。

●保護者との連携の充

実。

●栄北高生としての自

覚の確立。

●自主自立の確立

●面談により、生徒を理解し学

習面及び生活面の安定と向上

を目指す。

●生徒の生活習慣を把握し、一

人ひとりに合った指導を行

う。

●個別膝下指導により、悩みご

との早期発見と解決を行う。

●学年と生徒指導部との連携、

情報の共有により、問題行動

の事前防止に努める。

●生徒指導の徹底により、問

題行動を事前に防止するこ

とができたか。

●積極的な面談の実施によ

り、生徒個々の状況を把握

し、的確な指導ができた

か。

●アンケート等により、いじ

めの早期発見、早期解決を

図ることができたか。

●カウンセラーとの連携を深

め、より生徒の状況把握に

努めたか。

●生徒指導の徹底。Ｂ

●積極的な面談の実施とカ

ウンセリングの活用。Ａ

●いじめの早期発見、早期

解決。Ａ

●保護者との連携の充実。

Ａ

●栄北高生としての自覚の

確立。Ｂ

●自主自立の確立。Ｂ

●栄北校生としての

意 識 を 常 に 持 た

せ、自ら考え、自

発的に行動する習

慣を身につけさせ

た。

●アンケートや個別

相談等でいじめの

未 然 防 止 に 努 め

た。

Ａ 

●さらなる充実を目

指し、ワンランク

上の自覚を持た

せ、生徒主体の活

動を増やす。

●生徒個々の現状を

早期に把握し、正

確な状況を理解す

ることに努め、信

頼関係を強固なも

のにしていく。

●栄北高生としての自覚、ワンランク

上を目指す姿勢が身につき、評価で

きます。先生方の丁寧なご指導があ

り、安心して子供を通わせることが

できる環境だと思います。

●親が学校へいける機会が他の学校に

比べて多くて大変嬉しいです。

●生徒一人一人の生活面を含め親身に

ご指導いただいてます。先生との距

離が近い学校で子供も前向きに通学

できています。




